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  （百万円未満切捨て）

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月1日～2018年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益 
親会社の 

所有者に帰属する 
四半期利益 

四半期包括利益 
合計額 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 60,380 5.0 6,864 7.5 6,486 4.3 4,541 5.1 4,541 6.0 4,213 4.0 

2018年３月期第２四半期 57,489 11.2 6,383 12.1 6,220 13.1 4,321 7.1 4,283 7.6 4,052 186.1 

 

  
基本的１株当たり 

四半期利益 
希薄化後１株当たり 

四半期利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第２四半期 114.84 － 

2018年３月期第２四半期 131.39 － 

 

（２）連結財政状態 

  資産合計 資本合計 
親会社の所有者に 

帰属する持分 
親会社所有者 
帰属持分比率 

  百万円 百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 132,825 66,745 66,745 50.3 

2018年３月期 131,484 64,435 64,435 49.0 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 30.00 － 33.00 63.00 

2019年３月期 － 60.00       

2019年３月期（予想）     － 60.00 120.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有 

 配当予想の修正については、本日（2018年10月25日）公表いたしました「配当方針の変更、剰余金の配当および配当 

 予想の修正（増配）に関するお知らせ」をご参照ください。 
 

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月1日～2019年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上収益 営業利益 税引前利益 
親会社の所有者に 
帰属する当期利益 

基本的１株当たり 
当期利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 120,000 3.6 14,000 1.5 13,800 2.9 9,500 0.9 239.90 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：有 

②  ①以外の会計方針の変更                ：無 

③  会計上の見積りの変更                  ：無 

(注）詳細は、Ｐ．11「２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記（７）要約四半期連結財務諸表注記（３．会計

方針の変更）」をご覧ください。 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期２Ｑ 39,854,344 株 2018年３月期 39,854,344 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 505,437 株 2018年３月期 255,287 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 39,547,943 株 2018年３月期２Ｑ 32,599,271 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に

関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

・四半期決算補足説明資料は、当社ホームページに掲載する予定であります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2018年４月１日～2018年９月30日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境が

改善し、回復を続けました。一方、米国と中国および主要先進国との間の貿易摩擦が激化するなど、世界的な景気

拡大を妨げる懸念があり、先行きが不透明です。このような状況の下、当社グループの各事業セグメントの状況は

以下のとおりでした。 

 

貴金属事業セグメント 

国内および韓国・マレーシアにおける貴金属リサイクル分野の売上収益は前年同期比で増加しました。また、北

米における貴金属精錬分野の売上収益は前年同期比で増加しました。これらの結果、本セグメントの売上収益およ

び営業利益は前年同期比で増加しました。 

 

環境保全事業セグメント 

国内の廃棄物排出量は減少していますが、新規顧客の開拓に努めたことにより、本セグメントの売上収益は前年

同期比で増加しました。しかし、撤退を進めている写真感材事業の縮小などの影響により、本セグメントの営業利

益は前年同期比で減少しました。 

 

ライフ＆ヘルス事業セグメント 

首都圏を中心とした建設需要が高い水準にあり、消防設備や空調設備の売上収益は堅調に推移しました。しか

し、健康機器の売上収益が前年同期比で減少し、本セグメントの売上収益および営業利益は前年同期比で減少しま

した。 

 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上収益60,380百万円（前年同期比2,890百万円増、5.0％

増）、営業利益6,864百万円（前年同期比481百万円増、7.5％増）、税引前四半期利益6,486百万円（前年同期比

265百万円増、4.3％増）、四半期利益4,541百万円（前年同期比220百万円増、5.1％増）、親会社の所有者に帰属

する四半期利益4,541百万円（前年同期比258百万円増、6.0％増）となりました。セグメント別の売上収益は、貴

金属事業が42,445百万円（前年同期比4,997百万円増、13.3％増）、環境保全事業が7,986百万円（前年同期比143

百万円増、1.8％増）、ライフ＆ヘルス事業が9,976百万円（前年同期比2,265百万円減、18.5％減）となりまし

た。 

 

（２）財政状態に関する説明

 ①資産、負債及び資本の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は132,825百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,340百万円増

加いたしました。これは主に、営業債権及びその他の債権が2,500百万円増加した一方で、棚卸資産が1,185百万円

減少したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は66,079百万円となり、前連結会計年度末に比べ969百万円減少

いたしました。これは主に、借入金が1,873百万円増加した一方で、その他の流動負債が1,180百万円、未払法人所

得税が801百万円減少したことによるものであります。

（資本）

当第２四半期連結会計期間末における資本合計は66,745百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,310百万円増

加いたしました。これは主に、四半期包括利益4,213百万円によるものであります。

この結果、親会社所有者帰属持分比率は50.3％（前連結会計年度末は49.0％）となりました。

 ②キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期利益6,486百万円に減価償却費及び償却費1,163百万円を加

え、棚卸資産の減少額1,203百万円、営業債権及びその他の債権の増加額2,427百万円、法人所得税の支払額4,191

百万円等を加減した結果、4,975百万円の増加となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出1,176百万円等により、1,064百万円の減

少となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額1,306百万円等により、2,073百万円の減少となりまし

た。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して

1,996百万円増加し、26,136百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を最重要課題の一つとして考えております。今般、より一層の株主還元を

図るため、目標とする配当性向水準の引き上げを行うことといたしました。 

当社はこれまで、中間配当および期末配当の年２回を基本とする配当について、連結純利益を反映した配当性向

を「30％以上をめど」とする方針としておりましたが、これを「50％以上をめど」とする方針に変更します。 

これに伴い、2019年３月期の期末配当予想について、下記のとおり修正いたします。 

詳細は本日（2018年10月25日）公表いたしました「配当方針の変更、剰余金の配当および配当予想の修正（増

配）に関するお知らせ」をご参照ください。

 

2019年３月期の配当予想 

 
年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想 

（2018年５月８日発表） 
37円00銭 37円00銭 74円00銭 

今回修正予想 － 60円00銭 120円00銭 

当期実績 60円00銭 － － 

前期実績 

（2018年３月期） 
30円00銭 33円00銭 63円00銭 
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円） 
 

   
前連結会計年度 

（2018年３月31日） 
 

当第２四半期 
連結会計期間 

（2018年９月30日） 

資産        

流動資産        

現金及び現金同等物   24,140   26,136 

営業債権及びその他の債権   36,973   39,473 

棚卸資産   22,466   21,281 

未収法人所得税   1,474   297 

その他の金融資産   660   0 

その他の流動資産   2,380   1,997 

流動資産合計   88,096   89,187 

非流動資産        

有形固定資産   32,870   32,900 

のれん   8,243   8,243 

無形資産   740   651 

繰延税金資産   853   1,109 

退職給付に係る資産   124   202 

金融資産   537   487 

その他の非流動資産   18   41 

非流動資産合計   43,388   43,638 

資産合計   131,484   132,825 
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（単位：百万円）

 

   
前連結会計年度 

（2018年３月31日） 
 

当第２四半期 
連結会計期間 

（2018年９月30日） 

負債及び資本        

負債        

流動負債        

営業債務及びその他の債務   14,179   14,118 

借入金   22,515   23,651 

未払法人所得税   3,012   2,210 

その他の金融負債   506   846 

引当金   1,484   1,034 

その他の流動負債   3,400   2,220 

流動負債合計   45,099   44,082 

非流動負債        

借入金   18,600   19,338 

繰延税金負債   1,440   1,477 

退職給付に係る負債   153   158 

その他の金融負債   1,754   1,023 

非流動負債合計   21,949   21,997 

負債合計   67,049   66,079 

資本        

資本金   7,790   7,790 

資本剰余金   10,381   10,353 

自己株式   △386   △955 

利益剰余金   50,282   53,570 

その他の資本の構成要素   △3,632   △4,013 

親会社の所有者に帰属する持分合計   64,435   66,745 

資本合計   64,435   66,745 

負債及び資本合計   131,484   132,825 
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（２）要約四半期連結損益計算書

（単位：百万円） 
 

   
前第２四半期連結累計期間 
（自 2017年４月１日 
至 2017年９月30日） 

 
当第２四半期連結累計期間 
（自 2018年４月１日 
至 2018年９月30日） 

売上収益   57,489   60,380 

売上原価   △44,117   △46,600 

売上総利益   13,372   13,779 

販売費及び一般管理費   △7,142   △6,909 

その他の営業収益   184   146 

その他の営業費用   △30   △152 

営業利益   6,383   6,864 

金融収益   47   35 

金融費用   △210   △413 

税引前四半期利益   6,220   6,486 

法人所得税費用   △1,899   △1,944 

四半期利益   4,321   4,541 

         

四半期利益の帰属        

親会社の所有者   4,283   4,541 

非支配持分   37   － 

四半期利益   4,321   4,541 

         

１株当たり四半期利益        

基本的１株当たり四半期利益（円）   131.39   114.84 
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（３）要約四半期連結包括利益計算書

（単位：百万円） 
 

   
前第２四半期連結累計期間 
（自 2017年４月１日 
至 2017年９月30日） 

 
当第２四半期連結累計期間 
（自 2018年４月１日 
至 2018年９月30日） 

四半期利益   4,321   4,541 

         

その他の包括利益        

純損益に振り替えられることのない項目        

その他の包括利益を通じて公正価値で測定

する金融資産 
  16   △3 

確定給付制度の再測定   32   48 

純損益に振り替えられることのない項目合

計 
  48   44 

         

純損益に振り替えられる可能性のある項目        

キャッシュ・フロー・ヘッジ   △777   △648 

在外営業活動体の換算差額   459   275 

純損益に振り替えられる可能性のある項目

合計 
  △317   △372 

税引後その他の包括利益   △269   △327 

四半期包括利益   4,052   4,213 

         

四半期包括利益の帰属        

親会社の所有者   4,011   4,213 

非支配持分   40   － 

四半期包括利益   4,052   4,213 
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（４）要約四半期連結持分変動計算書

 
 
 
 

親会社の所有者に帰属する持分 

資本金   資本剰余金   自己株式   利益剰余金 

 
その他の資本の構成要素 

在外営業 
活動体の 
換算差額 

 
キャッシュ 
・フロー 
・ヘッジ 

    百万円   百万円   百万円   百万円   百万円   百万円 

2017年４月１日時点の残高   4,480   6,126   △5,371   42,783   △3,618   △104 

四半期利益   －   －   －   4,283   －   - 

その他の包括利益   －   －   －   －   459   △777 

四半期包括利益合計   －   －   －   4,283   459   △777 

自己株式の取得   －   －   △0   －   －   － 

配当金   －   －   －   △977   －   － 

支配の喪失とならない子

会社に対する所有者の持

分変動 

  －   △337   －   －   －   － 

その他の資本の構成要素

から利益剰余金への振替 
  －   －   －   32   －   － 

株式に基づく報酬取引   －   21   －   －   －   － 

所有者との取引額合計   －   △315   △0   △945   －   － 

2017年９月30日時点の残高   4,480   5,810   △5,372   46,120   △3,159   △882 

 

 

 
 

 

 

親会社の所有者に帰属する持分        

その他の資本の構成要素            

その他の 
包括利益を 
通じて 

公正価値で 
測定する 
金融資産 

 
確定給付 
制度の 
再測定 

  合計   合計   非支配持分   資本合計 

    百万円   百万円   百万円   百万円   百万円   百万円 

2017年４月１日時点の残高   7   －   △3,716   44,303   524   44,827 

四半期利益   －   －   －   4,283   37   4,321 

その他の包括利益   14   32   △271   △271   2   △269 

四半期包括利益合計   14   32   △271   4,011   40   4,052 

自己株式の取得   －   －   －   △0   －   △0 

配当金   －   －   －   △977   －   △977 

支配の喪失とならない子

会社に対する所有者の持

分変動 

  3   －   3   △333   △540   △874 

その他の資本の構成要素

から利益剰余金への振替 
  －   △32   △32   －   －   － 

株式に基づく報酬取引   －   －   －   21   －   21 

所有者との取引額合計   3   △32   △28   △1,290   △540   △1,831 

2017年９月30日時点の残高   24   －   △4,016   47,023   24   47,048 
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親会社の所有者に帰属する持分 

資本金   資本剰余金   自己株式   利益剰余金 

 
その他の資本の構成要素 

在外営業 
活動体の 
換算差額 

 
キャッシュ 
・フロー 
・ヘッジ 

    百万円   百万円   百万円   百万円   百万円   百万円 

2018年４月１日時点の残高   7,790   10,381   △386   50,282   △3,624   △34 

四半期利益   －   －   －   4,541   －   － 

その他の包括利益   －   －   －   －   275   △648 

四半期包括利益合計   －   －   －   4,541   275   △648 

自己株式の取得   －   －   △744   －   －   － 

自己株式の処分   －   24   70   －   －   － 

配当金   －   －   －   △1,306   －   － 

その他の資本の構成要素

から利益剰余金への振替 
  －   －   －   53   －   － 

株式に基づく報酬取引   －   △52   104   －   －   － 

所有者との取引額合計   －   △27   △568   △1,253   －   － 

2018年９月30日時点の残高   7,790   10,353   △955   53,570   △3,348   △683 

 

 

 
 

 

 

親会社の所有者に帰属する持分     

その他の資本の構成要素         

その他の 
包括利益を 
通じて 

公正価値で 
測定する 
金融資産 

 
確定給付 
制度の 
再測定 

  合計   合計    資本合計 

    百万円   百万円   百万円   百万円    百万円 

2018年４月１日時点の残高   27   －   △3,632   64,435    64,435 

四半期利益   －   －   －   4,541    4,541 

その他の包括利益   △3   48   △327   △327    △327 

四半期包括利益合計   △3   48   △327   4,213    4,213 

自己株式の取得   －   －   －   △744    △744 

自己株式の処分   －   －   －   95    95 

配当金   －   －   －   △1,306    △1,306 

その他の資本の構成要素

から利益剰余金への振替 
  △4   △48   △53   －    － 

株式に基づく報酬取引   －   －   －   52    52 

所有者との取引額合計   △4   △48   △53   △1,903    △1,903 

2018年９月30日時点の残高   18   －   △4,013   66,745    66,745 
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（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円） 
 

   
前第２四半期連結累計期間 
（自 2017年４月１日 
至 2017年９月30日） 

 
当第２四半期連結累計期間 
（自 2018年４月１日 
至 2018年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー        

税引前四半期利益   6,220   6,486 

減価償却費及び償却費   1,117   1,163 

減損損失   －   15 

金融収益及び金融費用   186   368 

棚卸資産の増減額（△は増加）   △4,148   1,203 

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増

加） 
  △1,827   △2,427 

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減

少） 
  2,149   △218 

その他   1,838   1,607 

小計   5,536   8,199 

利息及び配当金の受取額   12   22 

利息の支払額   △220   △419 

法人所得税の支払額   △1,912   △4,191 

法人所得税の還付額   951   1,364 

営業活動によるキャッシュ・フロー   4,366   4,975 

投資活動によるキャッシュ・フロー        

有形固定資産の取得による支出   △1,592   △1,176 

有形固定資産の売却による収入   158   196 

無形資産の取得による支出   △149   △83 

投資の売却、償還による収入   －   12 

その他   9   △14 

投資活動によるキャッシュ・フロー   △1,573   △1,064 

財務活動によるキャッシュ・フロー        

短期借入金の純増減額（△は減少）   △200   39 

長期借入金の返済による支出   △135   △135 

自己株式の売却による収入   －   95 

自己株式の取得による支出   △0   △744 

非支配持分からの子会社持分取得による支出   △874   － 

配当金の支払額   △977   △1,306 

その他   △6   △21 

財務活動によるキャッシュ・フロー   △2,194   △2,073 

現金及び現金同等物に係る換算差額   △109   158 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）   489   1,996 

現金及び現金同等物の期首残高   10,798   24,140 

現金及び現金同等物の四半期末残高   11,287   26,136 
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（６）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。 

 

（７）要約四半期連結財務諸表注記

１.報告企業

 アサヒホールディングス株式会社（以下「当社」という。）は日本に所在する企業であります。2018年９月30

日に終了する６ヶ月間の当社の要約四半期連結財務諸表は、当社及びその子会社（以下「当社グループ」とい

う。）により構成されております。 

 当社グループの主要な活動については、注記「５．セグメント情報」をご参照下さい。 

 

２.作成の基礎

(1）IFRSに準拠している旨 

 当社グループの要約四半期連結財務諸表は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しており

ます。 

 当社グループは、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64

号）第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件を満たしていることから、同第93条の規定を適

用しております。 

 

(2）測定の基礎 

 当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品等を除き、取得原価

を基礎として作成しております。 

 

(3）機能通貨及び表示通貨 

 当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、百万円未

満を切り捨てて表示しております。 

 

３.会計方針の変更

本要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、以下に示した変更を除き、前連結会計年度の

連結財務諸表において適用した会計方針と同一であります。 

なお、要約四半期連結財務諸表における法人所得税は、年間の見積実効税率に基づいて算定しております。 

(1）IFRS第15号 「顧客との契約から生じる収益」 

 当社グループは、第１四半期連結会計期間よりIFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」（2014年５月公

表）及び「IFRS第15号の明確化」（2016年４月公表）（合わせて以下、「IFRS第15号」）を適用しておりま

す。IFRS第15号の適用にあたっては、経過措置として認められている、本基準の適用による累積的影響を適用

開始日に認識する方法を採用しております。 

 IFRS第15号の適用に伴い、IFRS第９号に基づく利息及び配当収益を除き、以下の５ステップアプローチに基

づき収益を認識しております。 

 ステップ１：顧客との契約を識別する 

 ステップ２：契約における履行義務を識別する 

 ステップ３：取引価格を算定する 

 ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する 

 ステップ５：企業が履行義務の充足時に収益を認識する 

 当社グループは、貴金属地金、マッサージチェア、電解水素水生成器、補聴器、電気暖房器等の販売を行っ

ており、これらの製品販売については、製品の引渡時点において顧客が当該製品に対する支配を獲得すること

から、履行義務が充足されると判断しており、当該製品の引渡時点で収益を認識しております。また、産業廃

棄物の中間処理等に係る収益については、産業廃棄物の処理完了時点において顧客が支配を獲得し履行義務が

充足されると判断しており、当該産業廃棄物の処理完了時点で収益を認識しております。なお、消防・空調・

衛生設備の設計・施工等、工事に係る収益については、履行義務の進捗に応じて収益を認識しております。進

捗度の測定は、発生したコストに基づいたインプット法等により行っております。 

 また、収益は顧客との契約において約束された対価から、値引き、リベート及び返品等を控除した金額で測

定しております。 

 IFRS第15号の適用による当社グループの業績及び財政状態に及ぼす重要な影響はありません。 
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４.重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断

 要約四半期連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の金額

に影響を及ぼす判断、見積り及び仮定の設定を行うことが義務付けられております。実際の結果は、これらの見

積りとは異なる場合があります。 

 見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直されます。会計上の見積りの変更による影響は、その見積りを

変更した会計期間及び影響を受ける将来の会計期間において認識されます。 

要約四半期連結財務諸表に重要な影響を与える会計上の判断、見積り及び仮定は、前連結会計年度に係る連結

財務諸表と同様であります。 
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５.セグメント情報

(1）報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

 当社は純粋持株会社としてグループ全体の戦略機能を担い、各事業会社は貴金属・希少金属等のリサイクル

及び精錬・加工事業、産業廃棄物処理その他の環境保全事業及び健康機器等の製造販売その他のライフ＆ヘル

ス事業に従事しております。 

 したがって、当社グループは、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「貴金属事業」、「環境保全事業」及び「ライフ＆ヘルス事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 なお、事業セグメントの集約は行っておりません。 

 「貴金属事業」は、貴金属含有スクラップ等から、金・銀・パラジウム・プラチナ等の貴金属・希少金属を

リサイクルし販売する事業及び金・銀を中心とした貴金属の精錬・加工事業を主たる業務としております。

「環境保全事業」は、産業廃棄物の収集運搬及び中間処理を主たる業務としております。「ライフ＆ヘルス事

業」におきましては、マッサージ器・補聴器等の健康機器等の製造及び販売、電気暖房器の製造及び販売、放

射冷暖房システムの設計及び施工、防災設備の設計・施工を主たる業務としております。 

 

(2）セグメント収益及び業績 

 報告セグメントの会計方針は、注記「３．会計方針の変更」で記載されている当社グループの会計方針と同

一の会計方針を適用しております。 

 当社グループの報告セグメントによる収益及び業績は以下のとおりであります。 

 

前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日） 

  報告セグメント        

  貴金属   環境保全  
ライフ＆ 
ヘルス 

  合計   調整額   連結 

  百万円   百万円   百万円   百万円   百万円   百万円 

売上収益                      

外部収益 37,448   7,799   12,242   57,489   －   57,489 

セグメント間収益 －   43   0   43   △43   － 

合計 37,448   7,843   12,242   57,533   △43   57,489 

セグメント利益（営業利益） 5,143   1,669   733   7,546   △1,162   6,383 

金融収益                     47 

金融費用                     △210 

税引前四半期利益                     6,220 

（注）１ セグメント間の取引は、市場実勢価格に基づいております。 

２ セグメント利益の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。
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当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日） 

  報告セグメント        

  貴金属   環境保全  
ライフ＆ 
ヘルス 

  合計   調整額   連結 

  百万円   百万円   百万円   百万円   百万円   百万円 

売上収益                      

外部収益 42,445   7,959   9,976   60,380   －   60,380 

セグメント間収益 －   27   0   27   △27   － 

合計 42,445   7,986   9,976   60,408   △27   60,380 

セグメント利益（営業利益） 6,495   1,441   254   8,191   △1,327   6,864 

金融収益                     35 

金融費用                     △413 

税引前四半期利益                     6,486 

（注）１ セグメント間の取引は、市場実勢価格に基づいております。 

２ セグメント利益の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

 

６.後発事象

 該当事項はありません。 
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